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重量物対応直角分岐モジュールで
ミドルレンジをカバーする「M-RAT」

――昨年10月には、コロナ禍で中断し
ていた貴社のプライベートフェアが
「id-Fair〜POWER MOLLER 運び方改
革展」として大阪で3年ぶりに復活さ
れ、今年2月には、さらに刈谷でも開催
されました。貴社の事業展開がますま
す加速し、製品開発についてもこれま
で以上に活発に取り組まれていると感
じています。

伊東 ありがとうございます。id-Fairで
初披露した重量物対応直角分岐モジ
ュール「M-RAT」（写真２、３）は、
エンジンブロックやその比重に近いEV
用電池などの重量レンジをカバーする
もので、最大250kgの重量搬送物の直角
分岐が可能です。直角分岐モジュール
は、これまで同50kg対応の「F-RAT」
とパレット貨物の移載を想定した同1t対
応の「P-RAT」の2機種でした。近年は
両機種のミドルレンジニーズが増えて
おり、その領域をカバーする製品が必

MDR式マテハンで生産・物流現場の“運び方改革”加速

顧客視点の製品・サービス展開で事業拡大に勢い

伊東電機(株)

代表取締役社長

伊東 徹弥氏 伊東電機(株)

代表取締役社長

伊東 徹弥氏

トラックドライバーの時間外労働時間の上限規制が4月1日から適用され、我が国
の物流は文字通り2024年問題の渦中に突入した。少子高齢化に伴う生産年齢人口の
減少、以前から指摘され続けてきた物流業界の産業構造的な課題もあいまってドラ
イバー不足はさらに深刻化する可能性が高く、物流施設での荷待ち時間を削減する
ための施設内作業の生産性向上が求められる。そしてその実現のためには施設内作
業の省力・省人化を支援する設備・機器への投資が欠かせず、どのような投資を行
うかが今後の物流施設運営はもちろん、サプライチェーン全体の競争力を決定づけ
るに違いない。
こうしたなか、搬送装置の駆動を担うモータローラで、DCブラシレスモータを採
用した独自製品「MDR（DCパワーモーラ）」を開発し、物流施設の省力・省人化は
もちろん、省エネ、作業者の安全性向上などに貢献してきた伊東電機(株)の事業展開
が勢いを増している。近年はMDR技術を核とした搬送ユニット・モジュールによる
「MDR式マテハン」の開発を加速。複雑・多様化するマテハンニーズに対応した新
製品の市場投入で物流関係者の注目を集めている。そこで今回は、同社代表取締役
社長の伊東徹弥氏（写真１）にインタビューし、新製品開発の取り組みを中心に同
社の展開・取り組みについて話を聞いた。（編集部）
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要との判断から開発したもので、ミド
ルキャパシティーという意味からM-
RATと名付けました。直角分岐モジ
ュールは世界有数のタイヤメーカーの
生産現場でも採用されていますが、M-
RATはその重量レンジに最適ですの
で、今後タイヤ業界へのご提案も積極
的に進めていきたいと考えています。

――M-RATの潜在需要は幅広いと思い
ます。マーケティングに基づく的確な開
発ですね。

伊東 新製品では、独自開発の静音・
衝撃吸収搬送モジュール「FNR」（写
真４）もご注目いただきたい製品で
す。FNRは、駆動時に搬送物に加わる
衝撃を吸収する素材・構造設計を採用
したMDR駆動コンベヤモジュールで、

傾斜コンベヤへの乗り継ぎなどのよう
な衝撃が加わるラインのほか、EC物流
で増加している小物商品や軟包装商品
の搬送に適しています。MDRを駆動源
にしていますので、搬送物のトラッキ
ングとMDRの分散駆動により、生産性
の高い整列搬送や、ピース単位での自動
仕分けにも対応することができます
（写真５）。

――FNRの開発コンセプトも時代のニ
ーズを反映していて面白いと思いま
す。EC物流拠点の商品搬送で引き合い
が増えるのではないでしょうか。

MHの“万能細胞”たるMDRの可能性
省エネ、低コスト、安全性、NW接続など

伊東 それから当社では至極当たり前
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写真２ 重量物対応直角分岐モジュール
「M-RAT」

写真３ 搬送ラインに組み込まれた「M-RAT」 写真５ 搬送物のトラッキングとMDRの分散駆動によりピ
ース単位での自動仕分けも可能

写真４ 静音・衝撃吸収搬送モジュール「FNR」



のように思ってしまっているのです
が、MDRが搬送装置の駆動源としてい
かに技術的価値が高いかということを
最近になって再認識するようになりま
した。MDR式マテハンをご覧になった
お客様は決まって「エアシリンダはどこ
に使われているのですか」とお尋ねに
なるのですが、エアシリンダを使用し
ていないこと、駆動源がMDRであるこ
とをご説明すると、大変驚かれるケー
スがほとんどだからです。当社の当たり
前は業界の当たり前ではなく、驚かれ
るほどのものなのだと痛感しました。
これからは改めてMDRというアクチュ
エータをもって業界の常識を力強く変え
ていこうと決意しています。

――なるほどMDRの技術的価値を改め
て宣揚していく必要がありますね。

伊東 エアシリンダも我が国のモノづ
くりを支える使い勝手に優れたアクチ
ュエータではあるのですが、これを利
用するためには電気の配線のほか、圧
縮空気を通す配管を設置する必要があ
ります。オール電化のMDRに比べれ
ば、その分、工期も手間もコストもか
かります。また、先般は、MDR式マテ
ハンを導入されている大手自動車メー
カーのお客様と話をする機会がありま
した。そのお客様がMDR式マテハンを
採用されたのは、それまで環境負荷低
減が目的だと思っていたのですが、そ
の際、実は生産現場の安全性向上が目
的だったことを知りました。この
点、MDRはエアレスであり、電気を止
めるだけで安全にメンテナンス作業を
行うことができます。自動車メーカーの

お客様はそうした安全性の視点から生
産設備のエアレス化を進めているとい
うことでした。

――なるほど、生産・物流現場の安全
性という視点は、設備の選択において
最も重要な判断基準の一つです。

伊東 生産・物流現場は多くの人々が
業務に従事していますから、そうした
方々の安全性の確保についてはあらゆ
るものごとに優先して考えられなけれ
ばなりません。当社が開発した防火区
画対応ギャップローラモジュール
「GPR」（写真６）は、まさにその象
徴とも言える製品で、災害などの緊急
時に防火区画に設置されているコンベ
ヤラインを分断し、降下する防火シ
ャッターが通るすき間を確保できるよ
うに独自機構を採用したものです。具体
的には、コンベヤ同士の接続部分を固
定的につなぐのではく、後方コンベヤ
の先端に上下可動仕様の特殊な渡り用
ローラを設けました（特許取得済
み）。この渡り用ローラは、フレーム
ステーを通じて昇降用駆動ローラにつ
ながっており、通常時は跳ね上がった
状態で前後のコンベヤの橋渡し役を担
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写真６ 防火区画対応ギャップローラモジュール「GPR」



いますが、緊急時には電源オフで自動
的にローラが下がり、コンベヤ本体の
下に収まる仕組みとなっています（写
真６の矢印を参照）。防火シャッター
が下降するためのすき間が確保されま
すので、防火シャッターの閉口を妨げ
ることはありません。

――貴社の鋭い着眼点とそれを実現す
るための技術的発想の豊かさに感心し
ます。

伊東 いずれの製品もその中核にある
のはモータ技術であり、MDR（写真
７）です。当社はMDRのことをマテハ
ンの“万能細胞”と表現していますが、こ
れを活用した製品開発のすそ野の広さ
と奥行きの深さは当社でもまだ見当が
つきません。工夫次第でいかようにも
応用できる可能性を秘めていると考え
ています。いきなり“万能細胞”と言われ
てもピンとこないかもしれませんが、
先にお話ししたような様々な製品開発

・応用事例をご説明すると、この表現
の真意がご理解いただけるものと思っ
ています。

――MDRのマテハンにおける応用の可
能性については確かに底が知れませ
ん。

伊東 データ活用という面でもMDRに
は魅力があります。MDRは当社独自の
制御技術を実装させたネットワーク通
信対応コントローラとソフトウェアで
構成されており、搬送ライン稼働時の
様々なデータが収集・蓄積されていく
仕組みとなっているからです。これはま
さに搬送ラインのビッグデータであ
り、このデータを分析すれば、各搬送
ユニット・モジュールの負荷のかかり
具合やメンテナンスの必要性を知るこ
とができますし、搬送ラインの改善や
生産・物流現場全体の課題抽出を行う
こともできます。次のラインレイアウト
を構想する際にもその分析はおおいに
役に立つでしょう。この蓄積されたデ
ータをもとに搬送ラインの稼働を分散
制御するため、複雑な制御システムも
不要です。分散制御ですので、部分的に
工事が必要となった場合も全体の稼働
を止める必要はありません。システム
担当の方々を、搬送ラインの稼働変更
やトラブル等に伴う長時間労働から解
放することになります。当社はid-Fairで
「運び方改革」を標榜しております
が、「運び方改革」は「働き方改革」
につながるものだと確信しています。
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写真７ MHの“万能細胞”たる「MDR」



「id-PAC」でレイアウトの簡便化実現
繁忙期対応のモジュールレンタルも開始

――MDR式マテハンの導入における搬
送ライン構築の手間についてはいかが
でしょうか。

伊東 これら搬送ユニット・モジュー
ルをニーズに応じてつなぎ合わせると
ともに、その制御のためのシステムネ
ットワーク構築の基盤となるモジュー
ルプラットフォーム「id-PAC」を提供
することで、実際にこれらユニット・
モジュールの自由自在な組み合わせを
可能にするとともに、導入を簡便なも
のとしました。id-PACで構築された搬
送ラインは、コンピュータ管理下でセ
キュリティが確保されており、遠隔操
作やリモートメンテナンスも可能です。

――id-PACにより望み通りの搬送ライ
ンレイアウトを構築できるわけです
ね。事業拡大などにより、のちに搬送
ユニット・モジュールを追加すること
もできるのでしょうか。

伊東 できます。そのうえで繁閑期によ
る需要波動のあるお客様に対しては、
追加する搬送ユニット・モジュールの
レンタルサービスも用意しました。id-
PACで構築した搬送ラインであれば、
搬送ユニット・モジュールの着け外し
が簡単に行えますので、繁忙期には必
要な搬送ユニット・モジュールを追加
し、閑散期にはこれを外してお返しい
ただければコストを抑えることができ
ます。さらにレンタルした搬送ユニット
・モジュールをそのまま購入したいと

いうご要望にもお応えします。

――繁忙期対応のレンタルサービス
は、季節的な需要変動のある分野のユ
ーザーに大変喜ばれると思います。

伊東 ありがとうございます。当社は製
品開発とサービス提供において常にお
客様の立場に立つことを重視してまい
りました。MDR式マテハンについても
その視点から、「重厚長大」、そして
「軽薄短小」へと移り変わってきたシ
ステムニーズのさらに先を追求し、増
設・レイアウト変更が簡単に行える
「柔軟性」と「拡張性」を備えるとと
もに、短工期で導入できる「短工期
型」、環境に配慮した「省エネ型」の
「柔（じゅう）・拡（こう）・短（た
ん）・省（しょう）」なシステムを目
指しています。実際にMDRについても
ACモータを駆動源とするモータローラ
に比べ、搬送接線力が10倍、寿命、耐
衝撃回数が4倍アップしており、当社の
取り組みを客観的に証明することがで
きたと考えています。以前に米国のお客
様から稼働音の静粛性を高く評価して
いただいたこともありました。米国は
訴訟大国ですから、生産・物流現場の
機械・設備の騒音で音が聞き取りづら
くなるなど、従業員に聴覚障害が発生
した場合には訴訟に発展することがあ
り得ます。また、労働環境を考えたと
き、静かでより快適な現場の方が雇用
の定着が見込めますし、業務効率も上
がります。当社製品がこのように評価し
ていただけるのもお客様視点で誠実に
開発に取り組んできたからだと自負し
ています。

May 2024 LOGI-EVO
08



――素晴らしいモノづくりの姿勢だと
思います。貴社の事業としては異色な感
じですが、植物工場を展開されている点
も興味深いものがあります。

伊東 植物工場は、数年前、大阪府立
大学との国家的な産学連携プロジェク
トをきっかけに開発に着手し、事業化
したもので、大阪府立大学のキャンパ
スに1日5,000株の葉物野菜の出荷が可
能な専用プラントを立ち上げるところ
からスタートしました。栽培した野菜
を「学園菜（がくえんさい）」と名付
け、順調に出荷を進めていたところ、
千葉県企業庁から、千葉マリンスタジ
アム（現在のZOZOマリンスタジアム）
近辺にある地下トンネルでの植物工場
建設を提案されました。地下トンネル
内は温度が20℃前後で安定しています
し、閉鎖式のプラントとしてLEDで疑
似的に昼夜を繰り返すことができます
ので、植物工場の運営に最適な環境で
す。また、大阪府立大学の研究では、野
菜にも体内時計「グリーンクロック
ス」があることが分かっていましたか
ら、これを活用してLEDでの昼夜循環

を16時間サイクルで回すことで時短栽
培が実現できると考え、ここに植物工
場を建設することに決めました。これ
が現在の「習志野ファームvechica」で
す。この施設を基点として開発したのが
「セル式モジュール型植物工場」（写
真８）です。同施設は現在、植物工場の
さらなる進化を研究する場である一
方、植物工場における自動搬送システ
ムの実用化や、IoT技術の活用による栽
培環境の最適化ノウハウの蓄積などを
目的とした、世界初の全自動地下植物
工場となっています。また、植物工場の
設備開発と栽培に関するテクノロジー
を研究するための「植物工場研究セン
ター」も立ち上げ、日々研究開発に取り
組んでいます。当社は、植物工場事業を
通じて安全・安心な食品の安定・持続
的な供給を実現したいと考えておりま
すので、搬送システム事業と同様、植
物工場事業にも全力で取り組んでまい
ります。

5月28・29日に「id-Fair」を開催
刷新されたイノベーションセンターで

――植物工場事業のご発展も大いに期
待したいところです。一方で、貴社の技
術力や製品品質、機能性などを的確に
伝えていくためのご苦労もあるかと思
います。この点はいかがでしょうか。

伊東 技術や品質、機能性というのは
いくら言葉でご説明したとしてもやは
り「百聞は一見に如かず」で、実際に
動いているところを見ていただくのが
一番です。このため、5月27日には、兵
庫県加西市の東山第二工場内のMDR式
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写真８ セル式モジュール型植物工場



マテハンショールーム「イノベーショ
ンセンター」（写真９）をリニューア
ルオープンいたします。イノベーション
センターでは、当社の最新技術・製品
を取り揃えて展示するほか、セミナー
会場を新たに設置し、改善事例や業界
情報などの有益な情報を定期的に発信
してまいります。

――id-Fairの開催予定はいかがでしょ
うか。

伊東 5月28日と29日の2日間、このイ
ノベーションセンターのリニューアル
オープンを記念し、「id-Fair〜POWER
MOLLER 運び方改革展〜 in加西」を開
催する運びとなっています。

――見どころについてお聞かせくださ
い。

伊東 今回のid-Fairの見どころは、①
バーチャル空間で導く搬送ソリューシ
ョン「id-DVT（Dual Virtual Twin）」
技術の最新ソーティングシステムでのご
紹介、②予知保全を可能にする当社最
新IoTソリューションによる「運び方改
革で働き方改革」のご提案、③オリジ

ナル搬送シミュレーションソフトによ
る現場改善のご提案、④特別講師によ
るセミナー、⑤重量物パレットから小
物、袋物までの各種用途に応じたMDR
式マテハンのご提案、⑥総量ピッキン
グした小物・軟包装品をバラして、整
列させ、仕分ける、新しい搬送システ
ムのご紹介――といった6点になりま
す。物流2024年問題が本格化するな
か、物流施設はもちろん生産現場につ
いても人手不足に対する対策を行い、
持続可能性を確保していくことが重要
です。id-Fairに来ていただければ、最先
端のMDR式マテハン技術に触れられる
ことはもちろん、生産・物流現場に関
係性があり、有用な協賛企業の技術・
製品もご覧いただけます。万障繰り合わ
せのうえ、多くの皆様にお越しいただ
けましたら幸いです。

――今回のid-Fairも見どころ豊富です
ね。リニューアルされたイノベーション
のオープンも含め、大変楽しみです。最
後になりますが、貴社事業の今後益々
の拡大・成長を祈念しております。本日
はお忙しいなか、大変にありがとうご
ざいました。

■「id-Fair〜POWER MOLLER 運び方
改革展〜in加西」の来場申込み
⇒https://sp.itohdenki.co.jp/id-fair-
kasai2024/
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写真９ リニューアルオープンするイノベーションセン
ターのイメージ

https://sp.itohdenki.co.jp/id-fair-kasai2024/
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■ 音声登録やトレーニングなしで運用開始
音声指示に従って作業しますのでキーボード操作を覚える必要がなく、
トレーニングなしで開始できます。しかも音声登録が不要です。

■ 出荷精度と業務効率を同時解決
誤出荷を防止しながら、両手を使うことにより業務効率も改善できます。
Captron LED Pickで棚を指示すれば更に効率化できます。

■ 多言語対応、Android対応
30ヵ国以上の言語に対応しています。Android 端末が使用できますので、
専用の音声端末より大幅にコストを抑えられます。

LydiaVoice
音声で指示し音声で確認、バーコードとLEDで更に効率化

■ 棚スペースに合わせてLEDを点灯
SmartLEDストリップは、1メートルあたり60個のLEDを個別に制御、
最小1.5cm幅からスペースに合わせて区切って点灯できます。

■ LEDで棚を指示、早く正確なピッキングとプッティング
LED表示器、モバイルコンピュータ、音声などで商品と数量を指示、
Smart LEDストリップで棚を指示します。

■ 大きな静電容量式タッチディスプレイ
Smart CAPボタンは、63mmのタッチエリアを備えた大きなディスプレイ
とリングLEDにより、高い操作性と1億回以上の堅牢性を提供します。

Captron LED Pick
LEDストリップで棚を指示、高い視認性と操作性

■ 電子ペーパーによる高い視認性
見やすい4.3インチ大画面、黒色/白色/赤色の3色に対応。視認性の高い
電子ペーパーにより棚札としても使用できます

■ 大きなマルチカラーLED押しボタン
大きなLED押しボタンでピッキングを確認。マルチカラー LEDにより、
作業者を色で識別できます。

■ 電池寿命 5年、通信距離 30m
単三電池を4本使用、電池寿命をサーバで管理。一日に2回の表示更新と
100回の点滅の場合、電池寿命は約5年です。

Newton LED Picking ESL
電子ペーパーとLEDボタンで出荷指示、無線で更新

先進のピッキングソリューション先進のピッキングソリューション
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大阪営業所 〒532ー0011 大阪市淀川区西中島3ー22ー20 川丸ビル TEL（06）6838ー3071 FAX（06）6838ー3117
名古屋営業所 〒461ー0011 名 古 屋 市 東 区 白 壁 1 ー 4 5  白 壁 ビ ル  TEL（052）950ー7510 FAX（052）950ー7570

We provide the best Auto-ID Solution in the one stop.
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https://www.ainix.co.jp/

https://www.ainix.co.jp/


相互技術の長所を活かし、短所を補完
モバイル端末やカートとの組み合わせも

同ピッキングソリューションは、同社
の音声ピッキングシステム「Lyd i a
Voice」（写真２）とLEDピッキングシ
ステム「CAPTRON LED PICK」（写
真３）を組み合わせたもの。ピッキン
グ商品の保管場所をLED表示でガイド

するとともに、ピッキング数量を音声
で伝える仕組みだ。さらにモバイル端
末にピッキング数量を表示するように
すれば「音声で聞いたピッキング数量
を改めて確認したいと思ったときに
は、目視確認することでミスを防止す
ることができる。音声で数量を再確認
することも可能だが、目視確認する方
が早い。目視確認の必要がなければ、

音声認識＆LED表示の
次世代ピッキングソリューションを開発

ユーザーニーズに対応した組み合わせでの受注活動を本格化

アイニックス(株)

アイニックス(株)は、音声認識技術と独自LED表示技術を融合させた次世代ピッキ
ングソリューションを開発した。相互技術のシステム連携を検証し、物流現場での
実用性を確認しており、近くユーザーニーズに対応した組み合わせでの受注活動を
本格化する。ピッキング作業を支援する機器・システムはすでに数多く登場している
が、その評価は一長一短との声がある。この点、同社が提案する次世代ピッキング
ソリューションは「いいとこどり」（代表取締役 平本純也氏、写真１）だとしてお
り、今後のピッキングシステム市場で注目を集めることは間違いない。そこで今回
は、同社が提案する次世代ピッキングソリューションに着目し、以下その内容を紹
介する。（編集部）

写真１ 代表取締役
平本純也氏

写真２ 音声ピッキングシステム「Lydia
Voice」を利用した作業

写真３ L E D ピ ッキングシステム
「CAPTRON LED PICK」

TOPICS 01
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そのまま次の作業に移れるため、高い
作業効率を維持することができる。次
の作業に移る際も、音声で『次』と指
示してもいいし、モバイル端末の画面
をタップしてもいい。現場作業者がそ
の場でやりやすい方法を選択すること
ができるのでストレスもかからな
い」（平本氏）という。また「モバイ
ル端末をウェラブルな腕時計タイプの
端末にすれば、動きやすくなる。ある
いはピッキングカートを使用している
現場では、カートに搭載するタブレッ
トに数量を表示することもでき
る」（平本氏）としており、その応用
形態はユーザーニーズに応じて多彩
だ。
ピッキング支援機器・システムは様々
あるが「音声とLEDについてはいずれ
か1つを選んで導入するというのが一般
的だった。だが、それぞれに長所もあ
れば、短所もあり、当社はこの課題を
乗り越えたいと考えた。そこで行き着
いたのが2つの技術の融合であり、この
組み合わせによるソリューションは、
それぞれの技術の長所を活かし、短所
を補完することができる」（平本氏）
という。今回はこのソリューションの
現場実装について、そのノウハウを確
立することができたため、その受注活
動を本格化する意向を固めた。

優れた機器・システムでの多彩な構成
低額のスターターキットの提案も検討

Lydia Voiceは、音声認識を使用したピ
ッキングシステム。AIを利用した不特
定話者方式の音声認識技術を採用し、
音声認識率が極めて高いため、音声登
録や特別なトレーニングをすることな
く、導入後すぐに使用開始することが
できる。音声に基づいて「ハンズフリ
ー」と「アイズフリー」で作業を進め
ることができるため、ピッキング作業
の最大30%の効率化が見込める。
一方、CAPTRON LED PICKは、静
電容量センサを使用したLED表示器
｢Smart CAPボタン｣(写真４）と、1m
あたり60個のLEDを配したストリップ
状の表示器｢Smart LEDストリップ｣(写
真5)とを組み合わせたピッキングシステ
ム。高い視認性や操作性に加え、柔軟
性、堅牢性を実現するものとして、注
目を集めている。
Smart CAPボタンは、直径63mmのタ
ッチエリアを備えた大きなディスプレ
イが特徴で、7セグメント表示とシンボ
ル表示の選択が可能。周囲のLEDリン
グもセグメンテーションされており、
ボタン1つで収納位置を最大4つ指定す
ることができる。LEDの色（RGBによ
るマルチカラーで、好みの色に設定す
ることも可能）を作業者に割り当てれ

写真4 高い堅牢性と1億回以上のタッチができる
「Smart CAPボタン」

写真5 必要な長さにカットして使用できる 「Smart
LEDストリップ」

May 2024 LOGI-EVO
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ば、最大7人の作業者が同じエリアで同
時作業することも可能だ。
Smart LEDストリップは、棚の幅に合
わせて必要な長さにカット（最小
1.5cm）して使用できる。脱着も両面テ
ープで行うため、簡単。「棚だけでな
く、カートに搭載する仕分けボックス
に貼り付ければ、ピッキングした商品
をどのボックスに収納するのかも瞬時
に判断できる」（平本氏）。その優れ
た視認性によりピッキング速度が向上
するとともに、ピッキングエラー防止
効果も見込める。
こちらも作業者別に色を割り当てれ
ば、同じピッキングエリアでの複数作
業者の同時作業が可能だ（色の調整・
設定はSmart CAPボタンと同様)。LED
の色の設定も個別に行えるため、現場
ニーズに応じてフレキシブルに利用で
きる。コスト面でも「商品数が多く、
ピッキングエリアが広くて作業者が多
ければ多いほど、LEDピッキング表示
器を個別に導入する場合に比べてメリ
ットが大きくなる」（平本氏）とい
う。
同社はまた、LED表示のさらなる選

択肢としてLEDピッキング電子ラベル
「Newton LED Picking ESL」（写真
6）も提案する。これは、電子ペーパー
とLEDボタンで構成されるピッキング

表示器で、棚ラベルとしても使用でき
る点が最大の特長。表示部は4.3インチ
と大きく、その表示も鮮明で、品名、
数量、バーコードなどが表示できるた
め、「ピッキング作業だけでなく、棚
卸作業の効率向上も見込める」（平本
氏）としている。表示色も黒、白、赤
に対応しており、注意表示や緊急表示
などを赤色で強調することも可能。電
源は単三電池（4本）で、表示内容も無
線通信で変更できるため、配線が不要
な点も魅力だ。一方、LEDボタンも大
きくて操作性に優れるため、ピッキン
グ確認の作業効率性が高い。7色マルチ
カラーLEDが搭載されているため、作
業者やピッキング工程によって色を変
えることもできる。
同社は今後、ユーザーニーズや現場

環境を踏まえ、これら機器・システム
の組み合わせを最適化した形でソリ
ューション提案を進める。一方、すで
にLydia Voiceを導入している企業にはC
APTRON LED PICKを、逆にCAPT
RON LED PICKを導入している企業に
はLydia Voiceをオプションで提案する
考えもある。また、CAPTRON LED PI
CKについてはその利便性を体験できる
スターターキット(Smart CAPボタン、
Smart LED〔2m×3本〕、コントローラ
ーで税別38万円）を用意している。
同社は近年、自動認識システムに加

え、クラウド型WMS「LFS」の受注に
も注力するなど、物流拠点のトータル
支援体制を拡充している。今回の次世
代ピッキングソリューション展開もそ
の一環で、将来的には、AMRやAGVな
どの取り扱いも視野に入れている。

写真6 棚ラベルとしても使用できる「Newton LED
Picking ESL」

TO
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生産能力増強・物流効率化に向けて
滋賀事業所の再編を開始

半導体・液晶生産ライン向け、一般製造業・流通業向けシステムの
2工場棟を起工

(株)ダイフク

(株)ダイフクは、マザー工場である滋賀
事業所（蒲生郡日野町）の生産能力増強や
工場物流最適化などを目的とした再編に着
手し、4月11日に同事業所内の2つの工場棟
（G棟 写真１、M棟 写真２）の起工式を
開催したと発表した。
近年は、ECや半導体関連を中心に設備投
資がおう盛なことから、同事業所での生産
量が増加しており、これに伴って部品や製
品を保管するための外部倉庫が増加したこ
とによる物流効率の低下などが課題となっ
ていた。そこで同社は今回、2028年までを
めどに約330億円を投じ、同事業所の生産
能力を1.4倍に拡大するほか、事業所内への
外部倉庫の取り込みによる物流の効率化、
老朽化した設備の改修によるBCP対応など
を進めることを決めた。
G棟にはクリーンルームを設置し、これ
まで分散していた半導体・液晶生産ライン
向けの保管・搬送システムの開発や製造機
能を集約する。一方、M棟については、一
般製造業・流通業向けのアフターサービス
用の保守部品を管理するパーツセンターと
するほか、無人搬送車の製造やコンベヤシ
ステムの組み立てなどの機能を付与する。

また、同社グループでは、生産拠点での再
生可能エネルギー導入に取り組んでいるこ
とから、両棟には太陽光発電システムを設
置し、事業所内で使用する電力の一部をま
かなう計画だ。
同社は、1970年に敷地面積120万㎡の用
地を取得し、“広大な自然に恵まれた環境
で、人間性豊かな、生産性の高い工場をつ
くろう”という「インダストリアルパーク構
想」のもと、同事業所の造成を進めてき
た。今回の同事業所での再編は、2006年に
一般製造業・流通業向けシステムを取り扱
うK棟・L棟が完成して以来、18年ぶりで、
大規模な開発になると同社ではしている。
なお、今回の滋賀事業所の再編に関し、

同社専務執行役員 CPO 滋賀事業所長の三
品康久氏は「当社グループでは、お客さま
からのニーズに応えられるよう、生産体制
の整備を進めてきました。今回の滋賀事業
所の再編により、いっそう生産性を高め効
率的なモノづくりが行えるよう、長期的な
成長に向けて基盤を強化してまいります」
とコメントしている。

TOPICS 02

写真１ Ｇ棟完成イメージ 写真２ Ｍ棟完成イメージ
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https://www.youtube.com/watch?v=WOy2VtAMozQ


「ELEVATE 2024 TOKYO」を開催
パートナーシップ強化で市場開拓加速

最新の製品・ソリューションの紹介から
ユーザーの業務改善報告など内容充実

日本ハネウェル(株)

日本ハネウェル(株)は4月16日、東京
・恵比寿のBlue Note Placeにユーザー
企業やパートナー企業の多数の関係者
を招待し、プライベートイベント
「ELEVATE 2024 TOKYO〜Partnering
for Success〜」を開催した（写真１）。
同イベントは、ユーザー企業やパート
ナー企業とのつながりをより強固にす
るために毎年開催しているもので、3年
前にスタート。ハネウェルグループとし
て世界中で同趣旨のイベントを開催す
るなか、東京で開催する今回は、ユー
ザー企業やパートナー企業との相互信
頼に基づき、ともにさらに高いレベル
で市場開拓を進め、事業を成長させて
いこうとの思いを込め、テーマを設定
したという。当日は、同社の今後の事
業展開の方向性やソリューションの紹
介のほか、ソリューション導入企業に
よる業務改善報告などの講演のほか、
各種ソリューションのテーブル展示
「ソリューションショーケース」も準
備されており、その充実した内容に参
加者からは感嘆の声が相次いだ。
同イベントの口火を切ったのは同社代
表取締役 渡邉弘之氏（写真２）。「メ
ガトレンドに対するハネウェル新体制
のご紹介」とのテーマで登壇し、ハネ
ウェルがサーモスタットの開発で事業

をスタートし、これを原点に今日あら
ゆる産業分野に進出したとし、ハネウ
ェルは「全てのオートメーションを皆
様に簡単に使いやすくご提供するとい
うこと目指しています」と述べた。ま
た、ハネウェルは「環境問題に対する
意識も高く、無鉛ガソリンや分解性洗
剤など日常生活に欠くことのできない
商品を数々提供してきました。特に
1974年に発表したバーコードは、その
技術がなければ現在の私たちの生活が
成り立たないと言っても過言ではない
と思います」とし、同社が起こした技
術革新が生活の様々な場面に採用され
ていることを紹介。さらに同社のカン
パニースローガン｢Future Is…What We
Make It」(未来は私たちが作る）を引用
し、ユーザー企業、パートナー企業と
ともに「持続可能なオートメンション

写真２ 日本ハネウェル(株)代表取
締役の渡邉氏

写真１ 「ELEVATE 2024 TOKYO」開会の
様子

TOPICS 03
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を実現していきたいと思っています」と
述べた。
渡邉氏は続けて、世界のメガトレンド
に つ い て 、 E c o n o m y ( 経 済 ) 、
Demog r aph i c s (人口動態)、Geo -
environment（地球環境）、Energy(エ
ネルギー)の頭文字をとった「EDGE」
がキーワードになるとし、ハネウェル
としてはこれを踏まえ「オートメンシ
ョン」「エアロスペース」「次世代エ
ネルギー」の3分野での事業に注力して
いくと話した。さらに「インダストリ
アルオートメーションは今年1月に新し
い組織として発足しました。いくつか
の事業統括本部に入っていた事業部が
インダストリアルオートメーションの
名のもとに再統合されたもので、ハネ
ウェルプロセスソリューション、旧ハネ
ウェルセーフティープロダクティビテ
ィソリューションがひとつインダスト
リアルオートメーションという一般に
耳なじみのいい名称に変わりました。
また、従来は製品にフォーカスしてい
たところを、よりお客様に寄り添った
ソリューションの提供という方向に事
業を再構築しております。これにより、
汎用性の高いオートメーションポート
フォリオの実現、様々な技術の横展開
が可能になると考えています」と語
り、このインダストリアルオートメー
ション事業がハネウェルの中核になる
と説明した。
次に同社プロセスソリューションズ

ジャパンカントリーリーダーの原啓明
氏が「ハネウェルサステナビリティソ
リューションのご紹介」と題して登壇
（写真３）。ハネウェルは「カーボン
ニュートラルの2035年までの達成を目
指しています」とし、サスティナブルの
視点からサーキュラーエコノミー（廃
プラスチックの再利用、温室効果ガス
の監視カメラ＆ガスセンサの提案）、
環境トランスフォーメーション（冷媒

「ソルスティズ」の展開）、エナジー
エボリューション（持続可能な航空燃
料〔SAF〕の展開、水素・アンモニアの
展開、CO2の回収・処理技術＆管理シ
ステムの提案）、快適空間と省エネの
両立（オフィスビルマネジメントの提
供、ホテルソリューションの提案）の4
点を追求するとした。
続いて同社シニアアカウントマネジ

ャーの垣貫己代治氏が「ハネウェルサ
イバーソリューションのご紹介」と題
して登壇（写真４）。製造業には、①
スマートファクトリー・DXへの取り組
み、②生産の効率化（自動化）、③よ
りよい働き方の実現（人手不足のなか
での人材確保）―といった課題がある
とし、「そのためにも現場作業の可視
化や遠隔操作などに取り組まれている
と思います」と述べた。さらに「これ
までの取り組みは第4次産業革命とも表
現されていますが、これからは第5次産
業革命、Industry5.0のフェーズに移行

写真３ 日本ハネウェル(株) プロセ
スソリューションズジャパンカントリ
ーリーダーの原氏

写真４ 日本ハネウェル(株) シニア
アカウントマネジャーの垣貫氏
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していきます。これはサステナビリティ
や環境トランスフォーメーション
（GX）などというキーワードとともに
すでに始まっていると言っていいと思い
ます」と話した。
垣貫氏はまた、世界情勢の不安定化が
増すなか、「サイバー攻撃のターゲッ
トがものづくりの現場に向いてきてい
ます。実際、制御システムへのサイバー
攻撃による想定平均損害額は15億円に
達していますし、75％の企業が過去1年
間で1回以上、制御システムへのサイバ
ー攻撃を経験・認知しています」と
し、その理由として、①古い汎用技術
・製品を利用していること、②可用性
が最優先されていること、③クローズ
な環境からオープンな環境に移行して
いること、④組織・人的要因―の4点を
列挙。さらにセキュリティ対策でやる
べ き こ と と し て 、 ① 自 ら を 知
る、②「予防」に注力する、③共通の
ものさしを持つ―3点を挙げるととも
に、ハネウェルが提案するサイバーセ
キュリティソリューション｢CYBER
INSIGHTS」と「CYBER WATCH」を
紹介した。

ウェアラブルターミナル導入事例と
音声ピッキングシステム導入事例

次にFedEx Supply Chain Ltd. Regional
Manager,Supply Chain Automations＆

InnovationのJeff Chua氏が「FedEx社で
のウェアラブルターミナルの活用と効
果」と題して登壇（写真５）。国際的
な3PL企業として、同社が医療機器系の
顧客に対して様々な付加価値サービス
を提供していること、その倉庫業務に
おいてウェアラブルターミナルを使用し
て業務効率化を図ったことを説明し
た。現場ではAMRとウェアラブルター
ミナルを組み合わせたオペレーション
を実施しているという。オーダーに基
づいたピッキング業務プロセスの最適
化が目的だ。WMSからピッキングロケ
ーションを指示されたAMRは所定のロ
ケーションに自動的に移動する。AMR
についたオペレーターが注文通りに品
物のピッキングが完了すると、次は梱
包ステーションに移動。AMRには安全
センサーとナビケーションセンサーが
搭載されているため、移動途中にある
障害物や人を回避し、安全かつ正確に
移動することができる。梱包ステーシ
ョンでの作業が完了したオペレーター
はウェアラブルターミナルでAMRのQR
コードをスキャンすると、AMRは再び
次のピッキングロケーションに移動す
る。同社はこのシステムの導入によ
り、ピッキング作業におけるオペレー
ターの身体的負荷低減、ピッキング作
業の生産性向上、ピッキングミスの防
止などで成果を上げたとしている。
講演の最後は、(株)アイ・ロジック
企画開発部の岡部孝治氏が「エフピコ
流現場改革〜10から7への取組み」と題
して登壇（写真６）。同社は、プラス
チック製食品容器メーカーである(株)エ
フピコのグループ企業で、全国の食品
スーパー・チェーンストアに向けて食
品容器をはじめとする資材・消耗品を写真５ FedEX Supply Chain Ltd.

Regional Manager,Supply Chain
Automations＆InnovationのJeff
Chua氏
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小分けピッキングし、納品するサービ
スを展開している。また、使用済み容
器を回収してリサイクル工場に輸送す
る循環型物流システムのオペレーショ
ンも担っており、その取扱数量は納品
（出荷）・回収とも膨大な規模に達す
る。こうした煩雑な同社の業務を支え
るのが「攻めのIT経営戦略」に貫かれ
た3つのITインフラ。①運搬車両の積載
効率を最大化し、日々の配車計画を支
援する「ルートプランナー」、②運搬
車両の移動状況を可視化する「RD（リ
アルデリバリー）チェックシステ
ム」、③物流倉庫でのピッキング作業
を効率化する「音声ピッキングシステ
ム」―の3つがそれで、3つ目の音声ピ
ッキングシステムとしてハネウェルの
「Honeywell Voice｣が導入されている。
音声ピッキングシステム導入は、コスト
比率の大きい物流倉庫をターゲットと
したもので、人手不足が恒常化する状
況を踏まえ、作業効率を上げることと
作業の平準化を目指したという。導入
にあたっては「10人の労力を7人で賄う
にはどうすればいいか」という考え方
を軸に、現場作業者の発想に任せて導
入プロジェクトを推進し、自ら考える
空気を醸成したほか、音声作業を前提
にした作業環境を整えることにも力を
入れた。こうした取り組みも相まっ
て、音声ピッキングシステム導入後の生
産性向上は目覚ましく上昇。導入前と
の比較で2.8倍の向上を達成していると

いう。今後もさらに作業の効率化を考
えて実行に移し、生産性向上を追求して
いく考えだ。
ソリューションショーケースで紹介さ
れたのは、「センサー製品／ガス検知
器ソリューション」「サイバーソリ
ューション」「スキャナ／文字認識ソ
リューション」「サステナビリティソ
リューション」「プリンタソリューシ
ョン」「ビルディングオートメーショ
ン」「音声作業ソリューション」「業
務端末管理ソリューション」「デコー
ディングソフトウェア」「RFID新業務
端末ソリューション」。講演終了後に
は、各参加者が興味のあるソリューシ
ョンショーケースをまわり、担当者の
説明に熱心に耳を傾けていた。
また、その後は懇親パーティーに移

行。スタンプラリーの景品当選者発表
やプロ演奏者によるバイオリンとギタ
ーのセッション（写真７）などの演出
もあり、多くの参加者が最後までこの
イベントを楽しんだ。

写真7 プロ演奏者によるバイオリンとギターのセッ
ション

写真６ (株)アイ・ロジック企画開発
部の岡部氏
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----------------------------------
【ニュースフラッシュ】

----------------------------------
無人搬送車「ACT」のデザインに脚光
世界的権威のデザイン賞を相次ぎ受賞
三菱ロジスネクスト(株)

三菱ロジスネクスト(株)は、欧州グル
ープ会社のMitsubishi Logisnext Europe
Oy（フィンランド)により設計された無
人搬送車｢Automated Compact Truck｣
（ACT、写真1）がドイツの国際的なデ
ザイン賞である2024年「レッドドット
・デザイン賞(Red Dot Award)」を受賞
したと発表した。
同賞は、1955年にドイツで創設され

た国際的なデザイン賞で、ドイツの「iF
デザイン賞」、アメリカの「IDEA」と
並ぶ世界3大デザイン賞の一つに数えら
れている。同賞は、プロダクトデザイ
ン、ブランド＆コミュニケーションデザ
イン、デザインコンセプトの3部門で構
成されており、ACTの今回の受賞はプ
ロダクトデザイン部門でのもの。同部
門の対象は主に工業製品で、世界60か
国・地域から応募があり、革新性、機
能性、品質、人間工学、環境適合性、
省庁制など9つの基準で審査されたとい
う。
ACTは、2023年3月から受注開始とな

り、欧州のほか、北米、アジアで販売
されている。機動力に優れ、限られた
スペースでも重量貨物の効率搬送が可
能で、360度監視システムや専用タッチ
スクリーンなど、安全で実用的な機能
が数多く装備されている。今回の受賞
は「iFデザインアワード2024」に続く
もので、そのデザインの優位性が改め
て客観的に証明されたものと言える。

----------------------------------
2024年問題特設Webページを更新
導入検討企業向け無料DL資料をVU
日本パレットレンタル(株)

日本パレットレンタル(株)（JPR）
は、同社ホームページ内の「2024年問
題特設ページ」（2023年7月公開）を更
新した。
同社が公開した2024年問題特設ペー
ジとJPRレンタルパレット導入検討企業
向け無料ダウンロード資料は、レンタ
ルパレット導入検討の初期段階に受け
ることの多い、物流担当者からの問い
合わせをもとに制作したもの。今回の
特設ページ更新では、同資料をバージ
ョンアップし、既存内容に「もっと詳
しく」というページを追加している。
物流業界では、2024年問題を背景
に、トラックドライバーの労働時間短
縮や肉体的負担軽減につながるパレッ
ト輸送への切り替えを検討する企業が
増加。同資料のバージョンアップに伴
い、今後のダウンロード数のさらなる
増加が見込まれている。
なお、2024年問題特設サイトのURL
は下記の通り。
h t t p s : / / w w w . j p r . c o . j p /
year_2024_problem/

写真１デザインへの評価が高い「ACT」
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